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Abstract　皿 lis　paper　shows 　the　network 　and 　proximity　which 　f（）rms 　the　f（）undation 　of 　the　peripheral

regional 　industry　promotion　and 　the　mcchanism 　ef 　these　operations ，　by　the　aneodotal　survey 　and 　network

analysis 　of 　a　typical　peripheral　area，
　where 　the　multilayer 　elements 　that　make 　up 　fbr　the　geographical

proximity　and 　the　compound 　effects 　ofthese 　elcments 　do　not 　exist ．
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1．は じめに

　従来 の 地域産業振興政策 は，Porterに 代表 され る ク

ラ ス タ
ー

理 論 に 基 づ きなが ら地 域 の 中小 企 業 群 に よ る

新 製 品 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト （経済産業省
・産 業 ク ラ ス タ

ー
政策等）や 大学等公 的研究機関を核 と した 先端技術

開発 プ ロ ジ ェ ク ト （文 部科学省 ・知 的 ク ラ ス ター政 策

等 ） を 基礎 と して い た。こ れ らの 政策は ，経済 の グ ロ

ーバ ル 化 などの 市場不 安定化要因に 地域の 中小 企 業の

地 理 的集積 で 対応 し （Piore　and 　Sabel　l984の 「柔 軟 な

専 門化 」 ），ま た 知識産業中心 の 産 業構造 へ の 転換 を

図 る もの で あっ た。しか し なが ら，こ れは その 地城が

既存の 産業や 研 究開発 テ
ー

マ な どの ポ テ ン シ ャ ル を有

して い る こ と を前提 と し て お り，そ の 要素が 十分 に存

在しな い 周 辺 地域 （都市部の 近郊 に位置 し ない 地方の

地 域） で は 効果 が得 ら れず，地 域振 興が 困 難 な場 合 が

多 か っ た。
　一

方，情報通信技術 の 発達を背景に 企 業間 ， さらに

企業組織 を超 え た ネ ッ トワ
ーク化 が進 み，研 究 開発 の

分 野 ま で もが 外部 へ の 公 開 と外部資源 と結び っ き，市

場化 され る，すなわ ちChesbrough（2eO3，2006）に よ るオ

ープ ン イ ノ ベ ー
シ ョ ン を生 み 出す こ とに な る。特 に ソ

ー
ス コ

ー
ドを公 開 し て 開発 を進 め る オープ ン ソース の

比 重が高ま りつ つ あるソ フ トウェ ア 産業 （；情報 サー

ビ ス 産業）は そ の 代表例 で あ る が，こ れ は 同 時 に地 域

で の ソ フ ト ウェ ア 産 業 ク ラ ス ター形 成の 困 難性 を意味

するとこ ろ と な る。
　 こ れ に 対 して ，周 辺 地 域 の 典 型 で あ る島根県 松 江 市

は2006年度 よ りオープ ン ソ
ース の プ ロ グラ ミン グ言語

Ruby を核 と した 地 域産 業振 興 に 地 域 を 超 え た 連携 に

よ っ て 取組 ん で お り，地 域 の 情報 サービ ス 産業 の 売上

高，従業員数で も大 き な 伸び を示 して い る （県内企業

売 上 高2006年度一2010年 度 57．9％ 増，県 内企業従業員

数 2006年 度一2010年 度 77．8％増）。従来，地域振興 に

は 関連す るア ク ターが地理 的 に近接 して い るこ とが 重

要 と され て きた （Robert　Huggins　and　Andrew 　Johnston，
2009）。

一方 Ruby の 取 組 み で は，ア ク タ
ー

の ネ ッ トワ

ーク が域 外 へ 広が っ て い る，そ して 地域関係者が ，自

分たちの 中心性 と
一

定 の 「盛 り上 が り」 を実感 して い

る こ と が地域振興の 成功 に もつ な が っ て い る。こ れ は

地理的近接性を補 う他 の 要素 が 多層 的 に存在 し，複合

的に 作用 して い るためで あると考 え られ る。そ こ で ，

周辺 地域の 地域振興 に有効な要素 と，それ が 作用 す る

メ カ ニ ズ ム の 解 明 を 目指 し，本研究 で は，そ の 基 礎 と

な るネ ッ トワ
ー

ク と近 接性 の 調査 を行 う。

2 ．先行研究

（1）近接性 とイ ノ ベ ーシ ョ ン

　P  terは ク ラ ス タ
ー

定義 （企業群 と関連す る諸機関

か ら な る地 理 的に 近接 し た グル
ープ ） に 基 づ い て 地 理

的な集積 に よ る イ ノベ ー
シ ョ ン を展開 した。本論文 で

は ， 近接性 の 概念を地理 的，組織的，技術的 とい う多

様 な デ ィ メ ン シ ョ ン に 広 げ て 事例 の 分析 を 行 う。

　近接性 は イノ ベ ー
シ ョ ン （e．g．　Oerlemans　 et　 al．2001），

組織間 コ ラ ボ レ ー
シ ョ ン （e．g．　Sternberg，1999）， 地 域

経済開発 （e．g．　MacKinnon 　et　aL 　2002）にお い て 重要な概

念 とされ，多 くの 先行研究 が存在す る 。 Knoben　and
L．A ．G ．　Oerlemans（2006）lt，近接 性 に 関す る 先 行 研 究

を調 査 し，定義 の 違い か ら地 理 的近 接性 ，組 織的近接

性，技術的近接性 の 3 っ の デ ィ メ ン シ ョ ン に 分類した。

地理 的近接性 は 「一般的 に は ア ク ターを 隔 て る地 理 的

な距離 」 と定 義 され （J．Knoben　 and 　L．A．G ．　Oerlemans，
2006），対面交流で の 豊 か な情報 交 換 を 可 能に す る こ

とに よ り知 識移転 とイ ノ ベ ーシ ョ ン を 育成す る と され

て い る （Torre　and 　Gmy 　2eoo）。組織的近接性 は 「ア ク

ター
の 表現 方 法や 信 念 の 類 似 レベ ル 」 と定義 され る

（Torre　 and 　Rallet，2005）。 同 じ表 現 方法 や信念 を 共 有

す る ア ク ター間 で は，両者 の 属 性が似 て お り相互 理解

が 促進 され る こ とか ら， 組 織的近 接性 は 暗黙知の 移転，

集団学習 に よ る新 た な 資 源 の 共 同創 出，イ ノ ベ ー
シ ョ

ン の 前 提 条件 と され て い る （Burmeister　ancl　Colletis−

Wahl，1997；Kirat　and 　Lung，1999；J．Knoben　and 　LA ．G．
Oerlemans，2006 ）。 技 術的近 接性 は 「ア ク タ

ーが 技術

に 関 し て 持 つ 知識 の 類似 レ ベ ル 」 と定義 され る

（J．Knoben 　and 　L．A．G．　Oerlemans，2006）。こ こ で の 技術
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と は，　 「ツール ，デ バ イ ス ，プ ロ セ ス に よ り 新製品 や

サ
ー

ビ ス を創造す る 知 識 」 の こ と を い う （Tushman
and 　Anderson，1986）。 技 術的近接性 は 技術知 識 の 獲得，
発 展 を促 進 す る と され て い る （Tremblay　et　ol．2003；

Zeller　2004）。ま た ，技 術的近接性 の 重要性 は ，技術

吸収力 （absorptive 　capacity ） の 概念，つ ま り新たな外

部 知 識 の 価 値 を認 識 し，吸収 し，商業的成果 に 適用 す

る 能力 （Cohen　and 　Levinthal，1990）に 基づ く と され て

い る 。 地 理 的近接性，組織的近接性，技術的近接性の

3 つ の デ ィ メ ン シ ョ ン は 相互 に 補完す る。例 え ば，技

術的，組 織的 デ ィ メ ン シ ョ ン で 近 接す る企 業 は，対 面

交 流 を 近 代 的 な コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン 技術 で代替す る こ

とが で き，地 理 的 近 接 性 の 不 足 を 補 うこ とが で き る

（J．Knoben　and 　LA ．G ．　Oerlemans，2006）。ま た ，近 接性

の デ ィメ ン シ ョ ン は 時間 の 経過 と共 に相互 に 作用す る。
異 な る タイ プ の 近接性 は，ある 部分 で 互 い の 効果 を高

め た り弱 め た り す る。例 え ば，Saxenian（1991）に よ る

シ リコ ン ・バ レ
ー

の ケ
ー

ス を，多様な 近接性 の 相 互 作

用 とい う観点で 見 る と ， 次 の よ うに 分析 で きる。シ リ
コ ン ・バ レ

ー
で は ア ク ターが頻 繁 に 対 面 交流 を もち，

同 じ 技術で 多数 の 異な る ア プ リケー
シ ョ ン を 開発 し，

経 営者 が 異な る 文化 圏の 出身 で 異 な るバ
ッ ク グ ラ ウン

ドを 持 つ に もか か わ らず，同 じ文 化 的，組 織 的 規 範 と

ル
ーチ ン を共 有 し て い る。つ ま り，こ の ケース に お い

て ，地 理 的 ・技術的 ・組 織的近接性 の 3 つ の デ ィ メ ン

シ ョ ン が 相互 に作用 して い る。そ の 結 果，シ リ コ ン ・
バ レ

ー
は コ ラボ レーシ ョ ン を促 進 し，知 識交換 とイ ノ

ベ ー
シ ョ ン が 継 続 す る 風 土 を 持 つ と され て い る

（Castells　 and 　Hall，1994 ）。さ ら に，一
時 的 な 地 理 的 近

接性，た とえば ア ク タ
ー

が 移動す る こ とで 対 面 交流 を

もつ よ うな 場合 の 近接性 の 概念 に 言 及 した 先 行 研 究 も

あ る。こ の 概念 は ，ア ク タ
ー

が コ ラボ レ
ー

シ ョ ン す る

時，コ ン ス タ ン トな接触 は 不 要で，会議，短時間 の 訪

問 ，一時 的 な 移転 な ど に よ り，組 織的近 接 性 な どの 別

の 形 式 の 近接性を形成で き る た め，そ れ に よ っ て 地 理

的 な 距離を越 えて コ ラ ボ レ
ー

シ ョ ン を可 能 にす る とい

うも の だ （e．g．　Gallaud　and 　Terre，　2004，　2005 ；　Hyypiti　and
Kautonen，2005；Torre　and 　Rallet，2005 ）。ま た地 理 的 近

接性 は，基 本的 な知 識や暗黙知 の 形成段 階，交渉 の 途

中 な ど，特 定 の プ ロ セ ス で の み 必 要 と され ， 知識 の 形

式化 ，事 業化 の 段 階 で は 不 要 と い う議 論 も あ る

（Gallaud　and 　Torre，2004，　pp．142；2005，　pp．138）。

（2）ネ ッ トワ
ーク と紐帯

　ネ ッ トワ
ーク とは，ア ク ター

同士 の 関係 に よ り結び

っ け られ た 個 人 か らな る 組 織や つ な が り と定義 され る。
知識 を 取 り込 み，人 的資源 を十分に 活か す こ とは ，イ

ノ ベ ー
シ ョ ン の 継続 に 有利 で あ る （Bresnahan　 and

Gambardella　2004；Cres◎enZi ，2005；Gamsey 　and 　Lawton
Smith，1998；Goman ，2000）。そ れ ゆ え知 識ネ ッ トワ

ー

ク は ， 地域経済 の 発展や地 域 の 競争力 に とっ て も重要

な 要 素 と認 識 され て い る （Asheim ，
　IsakSen

，
　Nauwelaers，

and 　 Toedtling，2003； Bathelt，　 Malmberg 　 and 　Maskell，
2004；Cooke，　Heidenreich，　and 　Bracζyk，2004；Rutten　and
Boekem 灸 2007）。特 に周 辺 地 域 で は 人 的 資源 が 限 られ

て お り，域外 の 企 業や組織などか らもた らされ る外 部

知識 が 重 要 な役 割 を 果 す た め （Chesbrough　2003；Cooke，
Heidenreich，　and 　Braczyk，2004 ；Seely　Brown　and 　Duguid，
2001）， そ れ ら を 取 り込む の に 適 し たネ ッ トワ

ー
ク を

構 築 す る こ と が重 要で あ る。ま ず，地域経済の 発 展 に

と っ て 望 ま しい 知 識ネ ソ トワ
ーク とは どの ようなもの

で あ るか につ い て 説明す る。知識ネ ッ トワ
ー

クは 二 つ

の タ イ プ に 分類す る こ と が で き る。ひ とつ は 企業間 ア

ラ イ ア ン ス の よ うな契約に 基づ い た公 式的な もの で ，
頻繁 に や り取 りが繰 り返され る 関係 で あ る。も うひ と

つ は ，外 部ア ク ターとの 非公 式 な交流や 関係 で
， 商工

会 議 所や 組 合 メ ン バ ーとの 非公 式 な交流などが こ れ に

あ た る 。
こ の 関係 で は 交流相手 は 継続的に 変化 し，よ

り ダ イ ナ ミ ッ ク な ネ ッ ト ワ
ー

ク で あ る と い え る

（Huggins　and 　Jonston，2009）。公 式的な知識ネ ッ トワ
ー

ク で は，交流相手 の 資源 に ア クセ ス す る こ とで 競争優

位 を 得 る た め （Huggins　and 　Jonston，2009），競争優位 を

得 られ るか は 相手 の 資質に よ る と こ ろ が 大き い （Grant

and 　 Baden−Fuller，2004； lreland，　 Hitt，　and 　 Vaidyanath，
2002；Stuart，2000 ）。 非公 式 な知 識ネ ッ トワ

ーク で は ，
よ り直接的 に最新 の 情報に ア クセ ス す る こ とが 可 能 で

ある。地域経済 の 発 展 に とっ て 望 ま しい 知 識 ネ ッ トワ

ー
ク は ，変化 す る ニ

ーズ に 対 応 した 最 適 な メ ン バ ーに

よ る 構成 を と り，変化 し続 け る こ とが 必 要 で あ る

（Almeida　Dokko　and 　Rosenkopf，2003）。 非 公 式 な 知 識

ネ ッ トワーク の 構造 は，企業が 継続的に コ ン タ ク トを

ア ッ プ デ
ー

トして 変えて い くダイ ナ ミ ッ ク な もの で あ

る か ら （Huggins　and 　Jonston，2009），こ の 点に お い て

よ り競争優位 を も た らす 可 能 性 が あ る と考 え られ る。
つ ぎに ，知識ネ ッ トワ

ー
ク の 質 につ い て論 じる。ネ ッ

トワ
ー

ク 全体の 質を向上させ るた め に は，紐 帯 の 属 性

をみ る こ とが 重要で ある。紐 帯 と は ， 人 と人 の 結び つ

きで あ り，結び つ きの 強さの 程度 に よ り 「弱 い 紐 帯」

と 「強 い 紐 帯 」 の よ うに 分 類す る こ と が で き る

（Grannovetter， 1978）。　 Gr   ovetter に よ る と ，
「強 い 紐

帯」 とは，親 しい 人，身近な人，接触す る 時間や頻度

の 多 い 人，　 「弱い 紐帯」 とは あま り親 し くない 人 ， 身

近 で な い 人，接触の 時間や頻度が 少 ない 人 と され て お

り，接触 の 時 間や頻度 で 定義され る。一
般的に 強い 紐

帯 は複雑 な 知識の 移転を促進 し，弱 い 紐帯は 単純な知

識 の 移 転 を促 進 す る。弱い 紐帯は ま た 多様な情報をも

た ら す と され て い る （Sorenson，　Rivkin，　and 　Fleming，
2006 ）。 Cooke（2004）は，地域外か らの 知識 は域内で 得

られ る 知識 よ り必 要 で あ り，そ れ は パ フ ォ
ー

マ ン ス の

向上 を もた らす。地 域イ ノ ベ ー
シ ョ ン シ ス テ ム は，知

識創出 の 相互 作用 と地 域 内外 と リン ク し た サブ シ ス テ

ム の 利 用 か らな る と示 唆 す る。地 域 に お い て 競争優位

をも た らす知識ネ ッ トワーク を 構 築す る た め に は，域

内外 の 企業 ， 組 織 研 究機関な どの リン ク を持ち，強

い 紐 帯 と弱 い 紐 帯 の 両 方 を バ ラ ン ス よ く取 り入 れ る こ

とが 重 要 で あ る。強 い 紐 帯か らな るネ ッ トワ
ーク は，

構 成者 が接 触 す る時 間や頻度 が 多い こ とか ら，地理的

近 接 性 レ ベ ル が 高 い ネ ッ トワ
ークで あ る こ とが 多い 。

地理 的に 近 接 した 知 識 ネ ッ トワーク は地 域経済発展の

重要 要 因 で あ るが （Malmberg 　and 　Maskell ，2006），実際
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に は，企業は知識 を域内だけか ら得るの で は な く，特

に イ ノ ベ ー
シ ョ ン 主導で 成長す る企業は国際的な 知 識

源 か ら知 識 を得 て い る と い う研究 が 報告 され て い る

（Davenport，2005）。また技術吸収力 の 低 い 企 業 は 域内

の ネ ッ トワーク を，高 い 企業は グ ロ
ーバ ル ネ ッ トワ ー

ク を 持 つ 傾 向 が あ る との 研究 もあ る （Drejer　and 　lund

Vinding，2007）。地 理 的 に 近接 し ない ア ク ター
間で も

高機能なネ ッ トワーク構造 を持つ こ とで 複雑な知識 の

移 転 が 可 能 で あ る （Davenport ，2005； Dunning，2000；

Lissoni，2001；McEvily　and 　Zaheer，1999；Palazzo　2005；

Teixeirq　Santos，　and 　Oliveira　BroChado，2006；Zaheer　and
Bell，2005）。さ ら に最新の ITは 暗黙 知 を 形 式 知 化 し，
そ れ に よ り遠距離間 で も反復的な共同作業 を可 能 に し

た 。 ウ ェ ブの オープ ン なプ ラ ッ トフ ォ
ーム や情報処 理

技 術 の 標 準 化 な どに よ り，距離を越 え て 専門 的か っ 補

完的な能力を持ち寄 る こ とが で きるグ ロ
ーバ ル ネ ッ ト

ワ
ーク が うま れ た （Saxcnian， 2007）。知識移転 に 影響

す る距離 の 効果は，徐 々 に 小 さく なっ て い る と考 え ら

れ る （Johnson，　Siripong，　 and 　Brewn ，2006；Tracey　and

Clark，2003）。

（3）周辺 地 域 に お け る活 性化 の 問題点

　都市部 の 地域 と比較す る と ， 周 辺 地域で は 知識集約

型 企 業，イ ノ ベ ー
シ ョ ン ，特 許 数な どの 指標 にお い て

遅 れ を とっ て お り （Huggins　and 　Izushi，2007），
一

般的

に 競争力 の 低 い 地域 が 多い。知 識集約 型企業 と は ， 事

業活動を営む上 で 知 識労働 へ の 依 存度 が 高 く，研 究開

発 へ の 投資割合が 高 い 企 業 を指す。そ の た め周 辺 地 域

で は 中小企業 に 非常 に 依存 して い るが （Doloreux　and

Dilme
，
2008；Malecki，2007；Toedtling　and 　Trippl，2005），

一
般的 に 中小 企 業 は 企 業 内 の 限 られ た リ ソ

ー
ス ，知識，

暗黙知 に過度 に 依存 して お り， そ の こ とがイ ノベ ー
シ

ョ ン と成 長 を 妨 げ る 障 壁 と な っ て い る （Smallbone，
North，　and 　Vickers，2003 ）。地域 の 知識環境を牽引す る

中小 企 業 に とっ て ， 多数の 地域外ネ ッ トワ
ー

クを持 つ

こ とが 必 要 とな る （Malccki　and 　Hospers，2007）。本論

文で 取上 げる 島根県松 江市 に よ る オ
ー

プ ン ソ
ー

ス の プ

ロ グ ラ ミ ン グ言語 Ruby を核 と した 取 組 み で は，情報

通信技術 の 発 達 とオープ ン ソース の 開 発 特 性 を背 景 と

し，関係す る ア ク ター
の ネ ッ トワ

ー
ク は 域外 に広 が っ

て い る 。 こ れ らの 問 題 点 と示 唆を踏まえ，周辺 地域 の

活 性 化 を 図 る うえで 望 ま しい ネ ッ トワ
ー

ク が ど の よ う

な も の か ，Ruby の 取組み を事例 と し て 取 り上 げ，関

係者の ネ ッ トワ
ー

ク を調 査す る。

3 ．Ruby に よる地域産業振興とネ ッ トワ ーク近

接性の 活用

（1）事例 の 紹介

　既 に 述べ た よ うに，周辺 地 域 で は，活 性 化 につ な が

る基盤的要素が 乏 しい た め，ク ラ ス ター政策な ど従来

の 地域活性化政策で は効果 が 期待 で き な い こ と が 指摘

されて い る。そ こ で ，周 辺 地 域 の 活 性 化 の た め に有効

と なる要素を研究す る 目的 で，プ ロ グ ラ ミン グ言 語

Ruby を活用 した 島根県，松 江 市 の 取 組 み を事 例 と し

て 取 り上 げ た。こ の 取 組 が行 わ れ て い る 地 域 に は，既

存 の 産業 が ほ とん ど無く，地城活 性 の 施策 に 独 自の 方

法 を考 え ざる を得 な か っ た。そ こ で，Ruby の 開発 者

で あ るまつ も とゆき ひ ろ氏 が松 江 市に 在住す る こ とか

ら，Ruby を地域 の 資源 と位置付 け た 地 域活性化政策

を 打 ち 出 し た。こ の 取 組 み が ス タ
ー

トし た 2006 年か

ら現在 に い た る ま で，
一

定 の 「盛 り上が り」 が継続 し

て認 め られ る と考え，周辺 地域 の 活性 化 を研 究す るた

め の 事例 と し て 選定 し た。

（2）プロ グラ ミ ン グ言語 Ruby

　Ruby は ，島根県松江市 在 住 の ま っ も とゆ きひ ろ 氏

に よ り 1993年 に 開発，1995年 に公 開 され た プ ロ グ ラ

ミ ン グ言語 で ある。オープ ン ソース ・ソ フ トウ ェ ア

（以 下 ，
OSS とす る 。） と し て 設 計 情報 も公 開 され て

い る。2004 年 に デ ン マ
ーク 人の プ ロ グラマ

ー，David
Heinemeier　Hansson 氏 に よ り，　 Web ア プ リケーシ ョ ン

フ レ ーム ワーク で あ る Ruby　on 　Railsが リ リース され

た こ とで 非常に 注 目 される よ うに なっ た。Ruby は，
プ ロ グ ラ ミン グ言 語 の なか で は，コ ン パ イル を必 要 と

しな い 逐 次解 釈 型 の ス ク リプ ト言語 で あ る 。Ruby の

技術 的 特 徴 は，他 の プ ロ グラ ミ ン グ 言語 に比 べ て 記述

量 が 少 な い こ と ， 文法が英語 に 近くイ メ
ージ を表現 し

やす い こ と，コ ン パ イ ル を必 要 と し な い ス ク リプ ト言

語 で あ る た め，記 述 した プ ロ グラ ム をす ぐに 実行 し，

結果 を確認 で き る こ と な どが挙 げ られ る。こ れ らの 特

徴 か ら，生 産性 の 高い プ ロ グ ラ ミン グ言 語 と して ，迅

速な開発 と頻繁 な変更 が 必 要 とな る Web ア プ リケ
ー

シ ョ ン の 開発 に お い て 評価 を得 た 。

（3）松江 市，島根県，地 元企 業等の 取 組み

a）松江市の 取組 み

　松江市 は 2006 年 7 月 に JR 松江 駅 前に OSS に 特化

し た研 究 ，開発 ，交流の 為 の 拠点 「松江 オープ ン ソ
ー

ス ラボ （松江 市開 発 交流 プ ラ ザ）」 を設置 し，そ こ を

拠 点 と して，Ruby を は じめ とす る OSS に 関わ る 企 業，

技術者，研 究者 が 交流を深 め，技術力の 向上 や人材育

成を図 り，新た な市場 を 開拓す る こ とで ，地域産業の

活性化 と 「Ruby の メ ッ カ 」 と して 新 た な地 域 ブ ラ ン

ド創 出を 目指 し活 動 して い る。こ の 他，島根大学で の

Ruby プ ロ グ ラ ミ ン グ講 座や 中学 生 を対象 と し た

「Ruby 教室 」 等 の 人 材育成支援，　 「オ
ープ ン ソ

ース

カ ン フ ァ レ ン ス 」 ，　 「RubyWorld 　Conference」 等 の コ

ン ベ ン シ ョ ン 誘致，地域 の IT企業への 調達等 が 主 な

取組 み で あ る 。

　ま た、松江市の 取組み の 直後，2006 年 9 月 に は オ

ープ ン ソ
ー

ス ・ソ フ トウェア に 関わ る民間企 業，技術

者 ， 研 究者，学生，ユ
ーザーが 交 流 す る こ とで 技 術 ・

競争力 の 向上 と優れた 人材 の 育成 を 図 る こ とを 目的 と

した組織，　 「し まね OSS 協議会 」 が 発足 し，県 内外

の 企 業，開発者，研 究 者 な どが 参加 す る 「オ
ー

プ ン ソ

ー
ス サ ロ ン 」 を毎A 開催す る な ど して 人 材育成 に 取 組

ん で い る。

b）島根県 の 取組 み

　島根県 の 情報サービ ス 業は 平成 21 年 特 定サービ ス
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産 業実態調 査で の 情 報 処 理 ・
提供 サービ ス 業務 とソ フ

トウ ェ ア 業務 の 合 計 で み る と，売上 順位全国 45 位で

ある。こ の 要 因 の ひ とつ と して ，受託開発 にお い て 二

次 ，
三 次 下 請 け と な る企 業が 多い こ とが挙げ られ て い

る。世 界 的 な 景 気 停 滞 に よ る 投資 の 縮 小 な ど に 対 応 す

る ため，独 自の 展 開 を模索す る必 要 が あ っ た。そ こ で

島根県 は 国 際 的な 高 い 評価や国の 調査事業 に よ り，将

来 の 市場 拡 大 が見 込 ま れ る Ruby を活用 して 県 内企業

が先進的な取 組 み を行 うこ とが，県内情報サ
ー

ビ ス 業

の 強み に な り うる と考 え，情報産 業振興 を重要 施策に

掲げた。庁 内 産 業 振 興 課 内 に 情報産業振興室 を設 置 し
，

2006年度 に 1，092人 だ っ た ソ フ ト系 IT産業の 従業者

数を 2011 年度に 1，6eo 人 に まで 増やす こ と を 目標 と

し て 2008 年度 か ら人 材育成 ， 事業化支援，開発発注

な ど の 施策を展開 して い る。

c）地 元 企 業等の 取組 み

　松 江市や島根県 の 取組 に対応 し，地 元 の IT 業界組

織 で ある島根県情報産業協会 （約 40社 ）も 2007年 に

は し まね ソ フ ト産業 ビ ジネ ス 研 究会 を立 ち 上 げて ，各

企業 が Ruby に よ る業務 シ ス テ ム 受託 ・開発 に 取組 み

始 めた。そ して ， 松 江 市や 島根県の 情報産業支援策を

活 用 し
， OSS や Ruby に 関する技術力 の 向上 と人 材育

成 を進 め，大規模 開 発 の 県 内企 業に よ る 共 同 受注 な ど

に よ っ て。OSS や Ruby 関連 の ビ ジネ ス を拡大 し て い

る。こ れ らの 取組 み の 結果，2006 年度か ら 20童0 年度

に か けて の 情報サ
ー

ビ ス 企業の 売 上 高 が 全 国は 一3．9％
で 減少 し て い る の に 対 し，前述 の よ うに島根県の 情報

サービ ス 企 業 の 売上 高 は 57．9％ の 増加 を示 して い る。
ま た 就業者数 の 伸びが 同期間に 全国 は 12．9％ で あ る の

に 対 し，島根県は 既 に 2009年 度 に 島根県 の 目標値

1600人 を超え 2010年 度に は 1817人に 増加 し （77．8％
増），大幅な伸び を示 して い る （全 国は 平成 18 年度
〜平成 22 年度 「特 定サービ ス 産 業実態調査報告書」 ，
島根県 は平成 21 年 度〜

平成 23 年度 「ソ フ ト系 IT 関

連従業者数 ア ン ケ
ー

ト調査報告書」 よ り）。

（4）地 域外 の 動き

　Ruby に 関連す る活動 は ，島根県内だ け で な く，東

京都 や福岡県 で も活発 に 行 われ て い る 。 東 京 で は

2006 年 か ら 毎年 Ruby 会議 が 開 催 され ， 国内 外 か ら

Ruby に 関連す る企業や個人 が 参加 して い る。楽 天 ，
Microsoft，　 GREE ，　 FUJITSU などの 大手 企業 もス ポン

サーと して 参 加 し て お り，東京 に お け る Ruby の 活 動

の 中 心 的 役割 を果 た して い る。

　福岡県で は，2008 年に 設立 された福岡 Ruby ビ ジネ

ス 拠 点 推 進 会 議 が 中心 とな り，研究開 発 支援，東 京 や

米 シ リコ ン バ レ ー
で の 情報交換会，商談会を主催 して

い る 。

　上 記 の Ruby の 取 組 み の 経緯 か ら，ネ ッ ト ワ
ー

ク が

域外 へ 広が っ て い る こ とが わ か る。国内の ネ ッ トワ
ー

ク と は別 に ， 海 外 で も欧 米 を 中心 と した Ruby の ネ ッ

トワ
ー

ク が 存 在 して お り，Ruby に 関連す る 国 際会議

や 地 域的 なイ ベ ン トが 多数開催 され て い る。主なもの

と して は 欧 州 の 国際会議 で ある EuRuKo が 2004 年 か

ら，米国の 国際会議 で あ る Ruby　Conferenceが 2001年

か ら毎年開催 され て お り ， 国内 よ りも早 くか らネッ ト

ワ
ー

ク が 構 築 され て い る。更 に 近 年 で は ，中国 の

Ruby　Conf 　Chinaや イ ン ドの Ruby 　Conf　lndiaが ス ター

トし，ア ジ ア 地域 へ の 広 が り も見 せ て い る 。

4 ，ネ ッ トワ ーク構造分析

（1）調 査 方法

　 取 組 み の 「盛 り 上 り 」 が 見 られ る 時 に ネ ッ トワー

クが どの よ うに 変化 し た か を調 査 し，ネ ッ トワ
ー

ク分

析 とい う切 り 口 で 「盛 り上 り」 とは どうい うもの で あ

る か を 検 証 す る た め に ，中心 的人物 の 視点 に よ る

2006 年 と 2011 年 の 人 的ネ ッ トワ
ー

ク の 構 造 特 性 を 比

較 し て 定性的分析 を行 っ た。調 査方 法 と して，Ruby

開発者の まつ も と 氏 をネ ッ トワークの 中心 と仮定 し，
ま っ もと氏 が 主観的 に 選 定 した 中心 人物 15人 を 対 象

に ア ン ケ
ー

ト調査を行 っ た。ア ン ケ ートの 設 問 は，
Ruby の 取組み 開始 当時 の 2006 年 と 2011年 に お い て ，
  頻繁に コ ン タ ク トを とる 人，  ネ ッ トワ

ーク の 中心

人物 で ある と思 う人 を 3名ず つ 挙げて も らい ，それぞ

れ の 相手 との コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン 手段，頻度，内容 を

調 査 で き る よ う設 定 した。

（2）調 査結果の 分析

　2006 年 と 2011 年 の ネ ッ トワ
ー

ク 構 造 を比 較 し た 結

果，以 下 の 変化 が確 認 で き た。

図一1 ソ シ オ グ ラ ム 2006年

20羽
　　
　 　

　　

図一2 ソ シ オグラム 2011年
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a）　 ノ
ードの 増加

ネ ッ トワ
ーク 内の ノ

ードが僅か に 増加 し た。ノ
ード

が増加 し た こ とは ，規模の 面 でネ ッ トワ
ー

ク が 拡大 し

た こ とを意味する。

b）　ク リーク の 増加

　地 域 とい う側面で 分けた n一ク リーク （完全な結合

関係 で は ない が 隣接 し結合関係 で 相 互 に結ばれ た ノ
ー

ドの 集 団 ） が増加 した。ク リーク の 増加 で，異なる性

質 の 集団をネ ッ トワ
ーク 内 に持 つ こ とは，ネ ッ トワ

ー

ク を 多元 的 にす る。相対的 に域 内 の 密度 が 低 くな り，

ネ ッ トワーク 全体が よ りバ ラ ン ス よ く広がっ た。

c）　 ハ ブの 増加

　ク リーク 間 を架橋 し，ハ ブ の 役割 を果 た す ノ
ー

ドが

増え た。ハ ブが増加する と，ネ ッ トワ
ーク の 中心 を仲

介しな い ，
ハ ブ中心の 交流 が増 え る。ネ ッ トワーク 全

体 か らみ る と，情報交換 の 効 率 が よ くな る D こ こ で は

中心に 位置す る まつ も と氏 を 仲介しな い 交 流が増え，

ネ ッ トワーク の 中心性 が薄れ た と言 え る 。 中 心 性 とは ，

ネ ッ トワーク を構成す る ノ
ードや エ ッ ジが ネ ッ トワ

ー

ク 内で ど の 程 度中心的な立場 で あるか を 表す指標 の こ

とで ，何 を もっ て 中心 とす るか に より多様な定義 が 可

能 で あ る。こ こ で は 媒介中心 性 （そ の ノ
ードを通 過 し

な い と他 の ノ
ー

ドに到達 で きな い 度合）に お い て ， 中

心性 が 薄れ た と解釈 し た。また 単
一

要素に 依存しない

ネ ッ トワーク構造 は，堅 牢性 が あ り地 域経済の 観点 か

ら も望ま しい と言える。

d）　強 い 紐 帯 と弱 い 紐 帯 の 存在

　紐 帯 の 強 さの 作業定義 と して ，週 に 1 回 程 度お よ び

そ れ 以上 の 頻度で コ ン タ ク トをとるもの を強い 紐帯，
そ れ よ り頻度 の 低 い も の を弱 い 紐 帯 と し た。2006 年

で は 弱 い 紐 帯が約 30e／・ ，2011 年で は約 34％ と僅か に

増加 して い る。先行研究 か ら，多様 な 情報 を もた らす

弱 い 紐 帯 を，強い 紐 帯 との バ ラ ン ス よ く持つ こ とが好

ま しい こ とが 分か っ て い るが，そ の 最適値に つ い て は

今後の 研究 で 精査す る必要が あ る。ま た 紐帯 の 強 さの

定 義 につ い て も検討す る必 要が あ る。

　以上 、 今 回 の ア ン ケ
ー

ト調査 は サン プ ル 数が な く ，

そ こ か ら得 た 分 析 結果 も限定的 な もの で あ る と言 わざ

る を得ない が，上 記 に 述 べ た ネ ッ トワ
ーク構 造 の 変化

か ら，Ruby を共通 の 技術
・知 識 と して 持 つ 域 外 の ア

ク タ
ーと距離 を 超 えて ネ ッ トワ

ー
ク をつ なげた 結果，

情報交換効率 と多様性 が 向 上 した ネ ッ トワ
ー

ク が広 が

っ た こ とが確認 で き た 。

5 ．考察とまとめ （課題 ・今後の 研究）

　Ruby の 取 組 み の 厂盛 り上が り」 の 要因 と して の 地

理 的 近 接性 を 補 う他 の 要 素の 特定 と そ れ らが 作用 す る

メ カ ニ ズ ム の 解明 を 目指 して，そ の 基礎 となるネ ッ ト

ワ
ーク と近接性 の 調 査 を 行 っ た。Ruby の 取組み で は

既存の 集積 が 薄 く，地 理 的近接 性 が あ る域内 の ア ク タ

ー
は 限 られ て い た が ，Ruby を共通 の 技術 ・知 識 と し

て 持つ 域外の ア ク ターと距 離 を超 え て ネ ッ ト ワ
ー

ク を

つ な げた。地理 的近接性 の 低 い ア ク タ
ー

同士 が 必要 に

応 じて対 面 交流を持ち，一時 的 に地 理 的近 接性を補 う

こ とで ， 総合的な近接性 は 向上 した。こ の よ うに繋 が

れ た ネ ッ トワ
ー

ク は 技術的近接 陸 を 前提 と した組織
1

の 交流 を促 し，組織的近接性を強化 して い る と推測で

きる 。 しか し今 回 の 調 査 は サ ン プル 数 が 少 な く，調 査

の 範 囲 も限 られ て い る た め ，こ れ らの 仮説 を検証 す る

に は 更 な る調 査を要す る。また，ネ ッ トワ
ーク の 質 に

関 る紐 帯 の 強さに つ い て も作業定 義 を 精 査 す る と と も

に，強 い 紐 帯 と弱 い 紐 帯の 最適 なバ ラ ン ス と は どの よ

うな もの で あ る か等 の 研究課題を残 した ま まで あ る 。

更 に，地 理 的 近 接 性 を 補 う要 素 の 特 定 の た め に はWeb

上 に 存在 す るネ ッ トワ
ー

クの 調 査 も 不 可 欠で あ る が，

今回は行 うこ とが で き なか っ た。こ れらの 課題 にっ い

て は，今後の 研究 で 取 組 む 必 要 が あ る。
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